
 
 

 

 

～みんなのしあわせを創る杉並の教育～ 
                「杉並区教育ビジョン２０２２」 

 
校長 工藤 康男 

１１月末を迎え、２学期も残り１ケ月となり

ました。一日の気温の寒暖差が大きくなる時期

であり、昨年度は流行しなかったインフルエン

ザも、今年度は流行すると予想されています。

引き続き、子どもたちの体調管理には、ご留意

いただければと存じます。 

３年生は１０月２６日から２泊３日の修学旅

行がありました。当初の予定は９月末でした

が、新型コロナウィルス感染症の拡大のため、

１０月末に変更になりました。行程の変更があ

りましたが、天候に恵まれ、目的である社会的

ルールを身に付け、自ら考え、正しく判断し、

自主的に行動する力を身に付けることができま

した。充実した三日間の体験を、この先の学校

生活に生かしてもらいたいと考えます。 

また、１年生は１１月２５日に「江戸・東京

めぐり」の校外学習、２年生は１１月２６日に

「鎌倉方面」の校外学習、Ｇ組は１２月７日に

「防災体験学習施設そなエリア東京」の校外学

習を実施します。東京都の新型コロナウィルス

感染者数は大幅に減少しましたが、感染症対策

を十分に行い、校外学習の目的である班行動等

の体験を通して、協力することの大切さを学

び、友人との交流をさらに深めることができる

ようにします。そのことが、子どもたちの成長

につながることだと考えます。ご理解とご協力

をお願いいたします。 

さて、２０１２年に策定した「共に学び共に

支え共に創る杉並の教育」の実現を目指した杉

並区教育ビジョン２０１２に変わり、「みんな

のしあわせを創る杉並の教育」を目指す杉並区

教育ビジョン２０２２が正式に策定されまし

た。杉並区教育ビジョン２０２２は教育基本法

に基づく杉並区の教育振興基本計画として位置

付けられます。人生１００年時代を、区民誰も

が学びを通して自分らしく豊かに生きるための

羅針盤となるよう、杉並の教育の基本的な考え

方を示したものです。共に尊重し大切にしたい

こととして、①学び合い、信頼をつくり、共に

生きる。②ちがいを認め合い、自分らしく生き

る。③誰もが社会の創り手として生きる。の３

つがあります。また、一人ひとりが教育の当事

者として心がける視点として、①子どもの思い

を尊重する。②ちがいを受け入れる。③対話を

大切にする。④学びの成果を贈り合う。⑤社会

を創る当事者として考える。の５つがありま

す。 

本校も、令和４年度から概ね１０年程度を期

間とする「みんなのしあわせを創る杉並の教

育」を目指す杉並区教育ビジョン２０２２を具

現化し、令和４年度の学校経営計画に位置付

け、生涯にわたって、学び合い、教え合い、か

かわり合う教育を推進します。 

 

学校だより 
学校の教育目標 

・思いやりがあり、心の豊かな人になろう 

・自ら学び、考え、表現できる人になろう 

・心身ともに進んで鍛え、健康な人になろう 
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